
群馬県立敷島公園新水泳場整備運営事業

説 明 会

3月 8日(土) 10:00～

3月13日(木) 18:30～

しきしまSWIMオアシス株式会社

TEL: 027-327-5366 住所: 高崎市栄町14-5 内堀ビル５F

１） 開会

２） あいさつ

３） 事業説明

４） 質疑応答

５） 閉会

次 第
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担当業務会社名構 成

設計、建設、解体・撤去清水建設株式会社代表企業

設計、工事監理株式会社梓設計

構 成 員

設計、工事監理株式会社勝山工務所

建設池下工業株式会社

開業準備、運営、維持管理株式会社日本水泳振興会

開業準備、運営、維持管理株式会社ＮＳＰ群馬

開業準備、運営株式会社イナホスポーツ

開業準備、運営コーエィ株式会社

開業準備、運営、維持管理株式会社オーエンス

開業準備、維持管理上毛資源株式会社

事業者名：しきしまSWIMオアシス株式会社
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1.事業目的・基本方針

・現水泳場は、整備後約30年が経過し老朽化が顕著
・水深や観客席等が最新基準に不適合

① 全国大会規模の水泳大会の開催を可能にするため、日本水泳連盟の公認競技プールとして整備

② 競技力の向上や選手育成に寄与する練習拠点となる施設

③ 性別、年齢、障害の有無に関わらず誰もが安全で安心してスポーツを楽しめる共生社会を目指す施設

④ 「敷島エリアグランドデザイン」を適切に反映するとともに、周囲の環境と調和した施設

⑤ 積極的な木材活用等により脱炭素社会の実現に寄与する施設

プールサイド隆起 ガス管の発錆床材の剥離天井剥離による配管露出

県民の健康増進や体力づくり、競技力の向上、敷島公園の活性化に向け、新たな屋内水泳場を整備

令和11年開催の「湯けむり国スポ・全スポぐんま」の会場として利用
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事業目的

基本方針



2.事業の取組方針

豊かな自然風景とともに、

人々が集い、賑わい、交流と感動が生まれる、

来園者の新たな居場所となる

”みんなのオアシス”を創出
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しきしま オアシス



：持続可能性
3.施設整備｜コンセプト

県産木材による純木造の屋根架構に包まれた水泳場

県の絹産業である絹織物をデザインモチーフに、
国内最大級の純木造の「木編み架構」 5



：幸福感
3.施設整備｜コンセプト

人々が集い賑わい、交流や共創が生まれる空間づくり

「しきしまラウンジ」「あかぎテラス」「3つの広場」
敷島エリアグランドデザインを反映 6



：共生
３.施設整備｜コンセプト

敷島エリアとともに成長し、公園と共生が可能な水泳場

公園全体の回遊性を高める「しきしまループ」を形成し、
公園内の相互利用の可能性を広げる計画

し ルき し ま ー プ

敷島エリアグランドデザインを反映

周 囲 に開 か れた 施設
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：多様
3.施設整備｜コンセプト

あらゆるニーズに対して、さまざまな利用形態に対応可能な、
誰もが利用しやすく、施設利用率の高い水泳場

プール２面同時利用可能な施設利用率の高い水泳場
誰もが快適に安心して利用できる施設のエントランス 8



〇 施設構成：50mプール、飛込兼25mプール、観客席、ドライランド、その他諸室

〇 階 数：地上２階、地下１階

〇 構 造：鉄筋コンクリート造、鉄骨造、一部木造（屋根）

〇 延床面積：12,553.13㎡

3.施設整備｜施設概要
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3.施設整備｜ゾーニング・動線計画（一般利用時）

50mプール
飛込兼

25mプール

1階平面イメージ図 2階平面イメージ図

観客席ゾーン

観客席ゾーン

更衣室ゾーン

ドライ
ランド

トレーニング
室

会議室ゾーン

会議室ゾーン 管理運営
ゾーン

ゾーニング計画

更衣室ゾーン

管理運営ゾーン
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3.施設整備｜ゾーニング・動線計画（大会時）

50mプール 飛込兼
25mプール

メディアゾーン

メディアゾーン

1階平面イメージ図 2階平面イメージ図

一般観客ゾーン

一般観客ゾーン

選手、運営、メディア、一般の各ゾーンを明確に分離

選手ゾーン

ドライ
ランド

トレーニング
室

選手ゾーン

選手ゾーン

大会運営ゾーン

大会運営ゾーン 大会運営
ゾーン

10-1

東

北



3.施設整備｜観客席

観覧席の下部は、一般利用時と大会時にも有効活用できる効率的な設計
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観覧スペース

メインスタンド
観客席

一般利用時 ･･･ 器具庫

大会時 ･･･ メディアゾーン

一般利用時 ･･･ 会議室等の各諸室

大会時 ･･･ 大会運営・選手ゾーン



3.施設整備｜プール計画

２つの国際公認と、３つの国内公認の合計５つの公認取得

・国際基準のプールと同じ環境で練習できることによる競技力向上

50m国際公認
飛込

国内公認

25m
国際公認

25m
国内公認

25m
国内公認

・可動床･可動壁によりさまざまなパターンに対応可能なプール 11-1

可変

50mプール 25mプール

可変



3.施設整備｜ユニバーサルデザイン

安全で快適な、使いやすくわかりやすいユニバーサルデザイン

2階平面イメージ図

車いす使用者用 客席

車いす席をメインスタンドに20席、観覧スペースにも２席確保

バリアフリートイレを４箇所に分散配置
11-2

車いす使用者用 客席



4.教室・イベント
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利用者ニーズに合わせた教室等の開催による
県民の健康増進・生きがいづくりや競技力を向上



4.教室・イベント
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敷島公園全体を活気づかせ、新たな賑わいを創出するイベントの開催



5.工事スケジュール
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年度

 

令和10年度令和7年度 令和8年度 令和9年度

準備
工事

解体
工事

新築
工事

開業
準備

運営

～５月

R7.６月～R8.１月

R10.8月～R10.１0月

R10.11月 OPEN

R8.２月～R１０.７月 （工期 約30か月）



6.工事期間中の作業時間及び休日

(１) 作業時間

既存水泳場の解体工事・新水泳場の建設工事

(２) 休 日

午前８時００分 ～ 午後５時１０分

※ その前後に準備・片付け作業を行います。

※ 上記に関わらず作業の状況により、時間外作業を行う場合があります。

土曜日・日曜日・祝日

※ 平日のイベント開催で公園利用者が多くなると想定される日は、

公園利用者に影響の少ない作業内容とします。
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7.工事関係者及び工事車両の経路（国体道路側 ゲート整備前）
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R7.4 ～ R7.6 の状況

水泳場事業敷地

工事車両経路
（合図・誘導員配置）

工事関係者駐車場



8.工事関係者及び工事車両の経路（国体道路側 ゲート整備後）
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R7.6 以降の状況

水泳場事業敷地

R8.2～
工事関係者駐車場

工事車両経路
（合図・誘導員配置）

工事関係者駐車場



9.工事エリアの仮囲い（イメージ）
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水泳場事業敷地

鋼板 高さ2m

メッシュシート 高さ2m

イメージ写真を貼付

イメージ写真を貼付

鋼板

メッシュシート



10.建設工事期間中の地域への情報発信

・仮囲いにデジタルサイネージを設置し、週間工事予定等の情報を発信

・仮囲いの一部を透明パネルにして本施設が完成していく様子を伺える場を提供

・仮囲いに近隣小学生の絵を掲示する等、地域が明るく楽しくなる企画を立案

・県内の生徒・学生や、水泳スクールに通う子ども達を対象とした現場見学会を開催
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来園者の新たな居場所となる

“みんなのオアシス”
県民の健康増進・競技力の向上・敷島公園の活性化 を実現
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